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男子 (n=333) 女子 (nニ335) 全体 (N=668) 
工百 目 t検定
平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差
平日の就寝時刻:(A) 午後10時54分 58分 午後日時8分 55分 午後11時O分 57分 * 
休日前夜の就寝時刻・ (B) 午後11時21分 70分 午後11時35分 70分 午後11時28分 71分 キ
(B)-(A) 27分 55分 28分 48分 28分 52分
平日の起床時刻:(C) 午前6時41分 40分 午前6時42分 34分 午前6時41分 37分
休日朝の起床時刻 (D) 午前8時02分 73分 午前8時24分 70分 午前8時14分 72分 * 
(D)-(C) 82分 69分 103分 65分 93分 68分 * 
1主)* pく0.05，* pく0.01
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表2 睡眠の状況 人数(%)
項目 区 分
男子 女子 全体 x2 n =333 n =335 N=668 
1 5分くらい 70(21.0) 70(20.9) 140(2l.0) 
入眠時間 2 10分くらい 134(40.2) 118(35.2) 252(37.7) 
3 20分以上 129(38.7) 147(43.9) 276(4l.3) 
中途覚醒
1. 自が覚めない 224(67.3) 258(77.0) 482(72.2) * 2 日が覚める 109(32.7) 77(23.0) 186(27.8) 
1.すっきり目覚めた 82(24.6) 74(22.1) 156(23.4) 
自覚めの気分 2 少し眠かった 205 (6l. 6) 205(61.2) 410 (6l. 4) 

















(n=l71) (n =216) (N =387) 
l 何となく 67.8 66.7 67.2 
2 宿題や勉強のため 35.7 39.4 37.7 
3.家族みんなが遅い 18.7 24.1 2l. 7 
4.テレビ，ビデオ， DVD 29.2 34.3 32.0 
5.ゲーム 32.2 19.0 24.8 
6 インターネット，メール 3l.0 40.3 36.2 
7 なかなか眠れない 35.1 34.7 34.9 














171 (51.4) 216(64.5) 387(57.9) * 162(48.6) 119 (35.5) 281(42.1) 
177(53.2) 146(43.6) 323(48.4) 
112 (33.6) 144(43.0) 256 (38.3) * 
44(13.2) 45(13.4) 89(13.3) 
260(78.1) 272(81.2) 532(79.6) 
58(17.4) 44(13.1) 102(15.3) 
15( 4.5) 19( 5.7) 34( 5.1) 
161(48.3) 162(48.4) 323 (48.4) 
108(32.4) 112 (3.4) 220(32.9) 

























表4 気分の調節不全傾向に関わる自覚症状の項目別回答率 (%) 
項 目 ;男子 (n=333) l 女子 (n=335) l 全体 (N=倒) X2 
1 2 34: 1 2 34: 1 2 34 ル





15.0 11.4 22.2 51.4i14.9 12.2 26.3 46.6i15.0 11.8 24.3 49.0 
14.7 21.0 28.2 36.0i12.2 20.6 27.2 40.0i13.5 20.8 27.7 38.0 
15.0 20.1 31.8 33.0i14.3 26.6 34.6 24.5i14.7 23.4 33.2 28.7 
8.7 11.1 27.0 53.2i10.4 16.7 29.0 43.9i 9.6 13.9 28.0 48.5 
6 身体の「だるさ」や「疲れやすさ」を感じることがある i21.923.4 23.4 31.2i18.5 25.4 30.7 25.4i20.2 24.4 27.1 28.3 
7急におこったり，泣いたり，うれしくなったりする i14.1 12.9 27.0 45.9i20.0 19.4 29.3 31.3i17.1 16.2 28.1 38.6i * 
8ちょっとしたことで、かっとなる 12.0 17.4 28.5 42.0:13.7 14.0 36.7 35.5:12.9 15.7 32.6 38.8 
注1) 項目 1~6 については r日ごろどう感じているか」という質問に対して， 1:1しばしば感じるj，2: rときどき感じているj，
3 : rたまに感じているj，4 : r感じていない」の回答率を示す







n =333 n =335 N=668 
陰性 312(93.7) 304(90.7) 616(92.2) 
























陰性 (n=312) 陽性 (n=21) ¥ 陰性 (n=304) 陽性 (n=31) 
-! t検定一一一一一一ー 一γ一一一一一一一一一一一一一一一一一一γ 一一----!t検定
平均 ;標準偏差j 平均 !標準偏差 平均 j標準偏差i 平均 j標準偏差;
平日の
;午後10時52分i58分 j午後11時15分 62分 午後10時54分 54分 !午後11時30分i63分就寝時刻:(A) i 
休日前夜の
(午後日時21分 69分 (午後11時21分 100分午後11時31分i69分 ;午前0時18分 74分 * 就寝時刻:(B) i 
(B)一 (A) 29分 51分 1 5分 93分 1 26分 1 48分 48分 52分
平日の
(午前6時41分 40分 (午前6時47分 39分 午前6時41分i33分 (午前6時42分i35分起床時刻:(C) i 
休日朝の
)午前8時02分j72分 ;午前8時21分 92分 ， ，午前8時24分i67分 ;午前8時17分 92分起床時刻:(D) [ 





陰性 陽性 j i 陰性 陽性x2 ! 
n=312 n =21 '" n =304 n =31 
2l.5 14.3 2l.1 19.4 
39 . 4 52 . 4 36 . 2 25 . 8 
39 . 1 33 . 3 ! 42 . 8 54 . 8 
68.6 47.6 * 78.3 64.5 
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